
募集区分 科目名 ページ 詳細

秋季募集 Ａ群 言語学・音声学 1～5

文学・文化学 6～8

英語教育学 9～14

日英通訳・翻訳実践 15～17

Ｂ群 英語 18～22

フランス語 23～25

スペイン語 26～29

ロシア語 30～33

中国語 34～38

朝鮮語 39～42

モンゴル語 43～44

ラオス語 45～48

ビルマ語 49～51

英語 52～53

英語(英語教育学) 54

英語（日英通訳・翻訳実践） 55～58

ドイツ語 59～60

スペイン語 61～64

ロシア語 65

中国語 66～68

朝鮮語 69～70

日本語 71～72

冬季募集 英語 73～74

英語（英語教育学） 75～77

英語（日英通訳・翻訳実践） 78～81

フランス語 82～83

スペイン語 84～86

ロシア語 87～88

朝鮮語 89～90

日本語 91～95

中国語 96～98

※出願のあった言語のみ問題が作成されるため、年度によっては過去問がない言語もあります。

平成31年度　大学院総合国際学研究科博士前期課程
＜世界言語社会専攻　言語文化コース＞

A群ないしB群から１つを選択し解答する。
なお、B群の科目は、各国言語、地域文学・文化の理解を問う
問題であり、英語・ドイツ語・フランス語・イタリア語・スペイン
語・ポルトガル語・ロシア語・ポーランド語・チェコ語・中国語・
朝鮮語・モンゴル語・インドネシア語・マレーシア語・フィリピン
語・タイ語・ラオス語・ベトナム語・カンボジア語・ビルマ語・ウ
ルドゥー語・ヒンディー語・ベンガル語・アラビア語・ペルシア
語・トルコ語・ウズベク語　から選択する。

※研究計画に即し、適当な問題を選んで解答すること。
　　特に、研究の遂行上、特定の言語の能力が必要な
　　場合には、B群より専門的問題を選択すること。

※専門科目でB群の科目を選んだ場合、言語科目はそ
　　れと異なる言語を選択すること。
※専門科目でA群の「英語教育学」を選択した場合、言
　　語科目は英語（英語教育学）を選択すること。
※専門科目でA群の「日英通訳・翻訳実践」を選択した場
　　合、言語科目は英語（日英通訳・翻訳実践）を選択す
　　ること。
※「日本語」は、日本語以外で中等教育を受けた者に限って
　　受験できる。

※研究テーマが「英語教育学」に関連する志願者は出
　　願時に「英語（英語教育学）」を選択すること。
※研究テーマが「日英通訳・翻訳実践」に関連する志願
　　者は出願時に「英語（日英通訳・翻訳実践）」を選択
　　すること。
※「日本語」は、日本語以外で中等教育を受けた者に限って
　　受験できる。
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